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タ イ 国 生 薬 の 考 察 Ⅰ

木 島

タイ国の生薬,特にタイ医学に使用 される

生薬に関す る文献ならびにタイ国の生薬の概

要については前号に報告 した｡その後,1966

年11月に実施 したタイEJ二葉の予備調査に際 し

て,今後の調査研究に必要な標品として収集

した生薬類について検討を加えてきたが,い

ちおうその検討の終わ ったものから生薬の全

ぼうを標品生薬の写貢を付 して図説的に解明

して順次報告す る｡

なおこれ ら個々の生薬につい ては生薬学的

にすべての点について研究を完了 したもので

はな く,またこれ らの うちにはすでに生薬学

的に明 らかにされていて改めて精査を必要 と

しないものもある｡

またここにあげる生薬はタイ古医方その他

で使用され るすべてのものではな く,現在 タ

イ同の隼薬市場に最も普通に流通 してい ると

考えられるものにとどまっている｡ しか し-･

方広範にタイ国の生薬を知 るため,タイ国か

ら外地に輸出される生薬類 も同時に検討を加

えた｡ただ香港生薬市場などか らタイ国-輸

入 しているものには明らかにタイ国内の中国

系の住民を対照としている漢薬 (中英)類が

かな りの種類に及んでいるが, この種のもの

については除外 した｡ したがって調査研究が

進むにつれてさらに生薬の種類を追加す るこ

ともあると思 う｡

種 子 類 生 薬 (1)

筆者が収集 した標品中,種子類生薬は約60

数品,40数種であったが,これを検討 した結果,

タイ国の文献で種子類 としているもののうち

正 夫

数種は果実類生薬で (例えば "Bualuang"

NelumbonuciferaGaertn.の種子,"Samo

phiphek"TerminaliabelericaRoxb.の種

子 としているものはいずれ もその果実で,漢

薬として使用す る ≠蓮子0, や詞子 'Yであった

リ,"Lamphong"DaturafasiuosaL.ある

いは D.metelL.の種子 とす るものが, 柿

子ではな く,未熟種子を包蔵す る果実であっ

た りした), 結局35種の種子類[巨梨 について

検討 した｡

(1) Kuichai ny罷' (写貞Sd-1)
†

タイ薬店で "Kuichai"と称す る生薬は.人

手できなかったが,タイ固薬物文献によれば

"Kuichai" は Allium tuberosum Rottler

ニラ (Liliaceaeユ リ科)である｡ ニラはイ

ン ド,中田, シベ リア,欧州に分布 し, 口本

にも広 く栽培 されている薬用植物である｡

タイ名の "Kuichai"は 中国名をそのまま

タイ名で呼んだもので,これと同様にマ レー

では BawangKuchai,ジャワでは Kvechai,

Kuchai,Puchai,スンダでは Bawangkuchai,

Ganda,インドでは Bangaglundunaなどと

多 くは中国名からきた名称で呼ばれている｡

A.tuberosum ニラは中 国や 日本では種子

を韮菜千 (キュウサイシ)あるいは韮子 (辛

ュウシ),また,茎葉を韮自(キュウ-ク) と

称 して薬用に供 し,漢方では前者を尿利頻数,

遺精,柘痛,止潟薬に,後者を止血薬 とする｡

またマ レーでは中国人が桂子を輸入 して浄

血,強精,強壮薬として用いるほか,斐を香

辛料に用いる｡ イン ドにおいても漢方同様種

子を遺精に用いる｡
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(Ca.1.5×)

写真 Sd-1 "Kuichai"(韮子)

以上 の 点 から考察 してタイ 国 におけ る

"Kuichai''の利用 は古 く中国人の影響を多

分に受けた同様のものと推定できる｡

筆者は タイ国薬店において A.tuberosum

ニラの種子はまだ入手 していないが,中国漢

英市場に見 られる韮菓子を参考に付記する｡

韮菓子は頂端のわずかにとがった偏平な卵

円形,あるいは三角状の卵円形で,長さ3-4

mm,幅 2-3mm,表面黒色で一面はわずかに

隆起 し,他の一面はわずかに くぼむ｡隆起面

には明らかな雛が見 られる｡

韮菓子からはアルカロイ ドおよびサポニン

が検出されるというが,その性状その他につ

いては明らかでない｡

(2) Ma-du'ai 3Jvu晶 y (写真 Sd-2)

タイ国,特に北部地方では Coixlachryma-

jobiLinn.var.ma-yuenStapf.- トムギ

(Gramineaeイネ科)を HMa-du'ai"あるい

は "Du'aトma''と呼び,同地方には野生状態

で生育する｡

タイ古医方では本植物を薬物として使用す

ることはないようで,タイ薬物に関す る文献

には本植物ならびにその利用についての記載

は見 られない｡またバ ンコク,チェンマイの

640
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薬店においてもタイ生薬として全 く使用され

ていない｡しかし中国,日本その他では- ト

ムギの種子は若芽仁 (ヨクイニン)と称 し,

最も古 くから用いられる漢薬で,漢方の要薬

の一つである｡わが国でも栽培 し,また生薬

を輸入しているが,最近東南アジア地域 (ベ

トナム,その他)からかなりの量が香港経由

で輸入されている｡

本生薬は香港生薬市場で入手 した東南アジ

ア地域産と称するもの (産出国名あるいは輸

出国名は不詳)である｡

C.lachryma-jobi∀ar.ma-yuen - トム

ギは中国,インドシナの原産といわれる一年

草で,茎の高さ1m内外,葉は広線形で花序

は多数集えきに束生 し,雌雄異花,雌花はほ

うしょう (:琶鞘)に包まれ,果実は堅い石圭酸

化した長楕円形のほうしょうでおおわれてい

る｡

生薬にはほうしょうをともなった果実とほ

うしょうと果皮,種皮を除いて子仁のみにし

たものとがあり,中国では前者を意意仁,級

者を憲米,わが国では前者を ≠はとむぎ (鳩

麦)'',後者を憲二鼓仁と称 して両者を区別 し,

薬用として使用するものは後者で, 日本薬局

方 (第 7改正)にも後者を規定する｡
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意意仁 (昔米)は卵形または広卵形で,頂
端 および基部はやや くぼみ,長さ約 6mm,幅

約 5mm,背面は丸 くふ くれ,版面の中央には

縦に深いみぞがあり,背面の白色粉質の部分

は内乱で,腹両の くぼみには淡黄色の肱盤が

あり,かっ色膜質の果皮および種皮が残存付

着す る｡質は堅い｡

意茨仁(昔米)はでんぷん52男o'(主 としてア

ミロデキス トリンからなるでんぷんを多 く含

む),たんぱ く質18%,脂肪油7% (Palmitic,

Stearic,8-0ctadecaicacidの G7yceride)の

ほか CoixenolideC38H丁｡04を含有す る｡

漢方で消炎,利尿,排膿,鎮痛薬 とし,浮

腫,化膿症,イボ(症),皮膚の荒れ,,身体疹二

帰などに用い,また栄養,強壮薬 とす る｡

なおタイ国で広 く"Du'ai"と呼ばれて野生

す る植物は C.lachryma-jobsLinn.ジュズ

ダマで,本植物 もまたタイ国では薬用に供 さ

れることはないようであるが, イン ドでは昔

茨仁とほとんど同様な目的で使用 されている｡

またタイ 国北部には - トムギ の他に 近縁種

で "Ma-du'aikhinon''あるいは "Boe"と呼

ばれる C.lachrymajobiL.γar.steno-

CarPaStapf.および "Ma-du'aihim" ある

いは "Boemu'thi"と呼ばれ る var.Puella-

γαm Balsa も生育 す るがいずれも- トムギ

同様薬用には供 されていないようである｡

(3) Khaw 競 Khaw san 品 評1F

(写真 Sd-3)

AnlnitialListofThaimedicinalPlants

(Ⅰ･L.)に記載 されている "Khaw"は Oryza

satiuaLinn.イネ (Gramineaeイネ科) の

germinatedseed,すなわち発芽 した種子で,

タイ因では強壮剤 として用いられている｡ま

た他のタイ国薬物文献 にも "Khaw sam"fi:

どの名称で 0.satiuaイネをあげているC

筆者 はタイ薬の HKhaW"は漠薬の穀芽(令

芽)に相当す るものと考え,これを確認す る

ため,その標品を入手す るべ くバ ンコク薬店

(Ca.1.7二､二)
写真 Sd-3 "Khaw"(穀芽)

に照会依頼 したが,該当す る名称のものな し

との解答を得,その真否は未だ確認す るには

いたらない｡ ここに香港生薬市場で入手 した

申薬 ≠穀芽クについて 中葉的な見地 か ら付記

す る｡

穀芽 (谷芽)は 0.satiuaイネのえい (読)

をつけたままの果実を発芽せ しめて乾燥 した

もので, タイ田ではその年_晶を使用す るもの

か,乾燥品を使唱す るものかは詳 らかでない｡

中葉穀芽 はやや偏平な 長楕円形で 長さ7-9

mm, 幅3-4mm,えいの表面は黄色ないし黄

かっ色, 堅硬で恒毛を有 し, 5条の稜線が見

られ る｡ 歳邦にはえいの内側に 長さ約 2mm

の 2枚の りん片があり,この内側か ら繊細な

湾曲 した 幼根が 1-3奏でていて 長 さ0.8-

4cm｡えいとともに果皮,種乾をは ぐと内部

から白色の酢乳が露出す る｡

申出では,食べ過ぎによる消化不良や食欲

不振などに耶いる｡

なお中 国では穀芽 (谷芽)に 2種あって,

華 申 以南,南方系では木耳汗二記 した稲芽であ

るが,華北以北,北方系では主 として Setaria

italica(L.)Beauv.ア ワ (Graminea イネ

料)を発芽 させたものを用い,葉芽 と称 して

区別している｡
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(4) Makmia 粥3nnLBJq'y (写真 Sd-4)

タイ国バンコクで得た生薬は Arecacate-

chuLinn.ビンロウヤシ (Palmaeヤシ科)

の種子で,栴榔子(ビンロウジ),Arecanut,

Arecaseed,Betelnutと称 し,古 くから広

く薬用に供される熱帯アジア産の著名生薬で,

中国では6世紀にその名が見 られ,わが国に

もすでに751年以前に渡来し, ヨーロッパで

は1860年代から薬用に供されている｡現在 日

本薬局方 (第 7改正)にも収載されている｡

A.catechuL.ビンロウヤシはマラヤ原産,

熱帯アジア各地に広 く分布,栽培される高さ

10-20mに達する高木状のヤシである｡果実

は卵形ないし長楕円形で,熟すると樟色,果

皮は繊維性の 1個の種子を有 し,また 1房に

150-200個の果実をつける｡

生薬供榔子は成熟 した果実の果皮を剥いで

種子をとり出したもので,熱帯アジア各地か

ら生産され,特にインドネシア,マレー半島

から多量に生産される｡

析榔子は堅硬な種子で,高さ約 2･5cm,荏

約 2.5cm の鈍円すい形, またはこれをやや

偏平にした球形で,底面の中央が くぼみ,-

そがある｡表面の色は灰赤かっ色ないし灰黄

かっ色で細目模様が見 られる｡断面は質がち

密で,灰かっ色の種皮が白色の肱乳の中に入

りこんで大理石ようの模様を呈 している｡わ

ずかににおいがあり,渋味とわずかな苦味が

ある｡

一般に生薬市場に見 られるものは全形の生

薬で,中国の漢薬店では投薬用に薄い横切片

としたもの (飲片)が見 られるが,バ ンコク

で得たものは縦割 2分したものである｡

槙榔子 はアルカロイ ド (主 アルカ ロイ ド

ArecolineC8H13NO2,その他 ArecaidineC7

HllNO2,GuvacineC6H9NO2,GuvacolineC7

HllNO2)約0.4%, その他 α-CathechoIC15

H1406,タンニン,脂肪約20%および少量のサ

ポニンを含んでいる｡

642
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(Ca.0.7×)

写真 Sd-4 …Makmia"(板榔子)

Arecolineには副交感神経系の機能を高進

し,腺分泌増進作用があって,唾液,消化液

の分泌を増進する｡また縮瞳作用がある｡

漢方では古 くから条虫駆除薬,消化薬とし

て用いられてきた｡またプロム水素酸アレコ

リンの製造原料となり,プロム水素酸アレコ

リンは縮瞳薬,眼圧低下薬として緑内障の治

療に用いられる｡

またタイ国をふ くめ東南アジア一帯の住民

は本種子を 縦割 したり, 緬割して, これに

ガ-ビール (Gambir)と石灰 (貝殻を焼いて

つ くり,ほとんど炭酸カルシウムになってい

る)を水にねったものをつけ,キンマ (Piper

betleL.)の葉で包み,日常そしゃく料とする

風習がある｡なお高級なものは丁子 (チ ョウ

ジ),肉豆題 (ニクズク)その他の香辛料生薬

を添加 し,またこれらのものを粉末に調製 し

たものもある｡

(5) Ngonkaidokklom 刑 かu晶)かnna3J

(写真 Sd-5)

タイ国バンコク薬店から入手 した生薬で,

これには ≠吉精子クの漠名が添記 してあった｡

元来,漢薬青頼子はCelosiaargenteaLinn･

ノゲイ トウ (Amaranthaceaeヒユ科)の種
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子を 用いるもので, 中国では 同時に 近縁種

C.cristataLinn.ケイ トウ0)種二予も同様に混

用 す る｡ この両植物の種子は極めて近似し,

その異同識別は現在では不 可能である｡ タイ

国か ら入手 した本生薬がいずれcJ)帖物の種十

であるかば今ただちに断定で きない｡

CeZosiaargenteaLinn.ノゲイ トウはイン

ド原産の熱量津との 一 年草で,タイ匡卜各地に白

生 し,わが国にも中部以南 に帰化 自生 してい

る｡茎の高さ 40-80cm,葉はひ (披)針形,

わが国では夏期,枝先に円すい状の花穂を出

し,白色,帯赤白色, 帯赤紫 白色などの小花

をつける｡果実は球形で横にさけ, 内に凸 レ

ンズ状,黒か っ色の中種子数個をもっ｡また

a cristataLinn.(-a argenteaL.var.

cristata0.Ktze.)ケイ トウもノデイ トウ同

様,熱帯性一年草で,タイ田で も各地で観賞

用に栽培す る｡花穂は帯化 して鶏冠状を 呈し,

花色は多 くは赤色である｡

生薬盲箱子は径 1mm,厚 さ 0.5mm∴両面

凸 レンズ状,円形の中種子で,外面は深黒か

っ色で光沢がある｡ルーペ祝す ると種子の表

両に同心性で環状に配列 した微細な租 目模様

が見 られる｡

盲箱子は漢方で身体強壮薬 として視力を強

(Ca.1.5;:)
写真 Sd-5 "NgonKaidokklom"(青苗子)

くす るといわれるが,なおその含有成分は不

明である｡

なおイン ドで も C.argentea の種子が枚

方と近い使われ方を している｡

また中 国では C,cristataケイ トウの帯花

花穂を ≠鶏冠花クと称 し, IL別,止潟に用い,

イン ドで も同様に使われる (中国南方地域で

はC.argenteaノゲイ トウの花穂 も同様に用

いるという)｡

なおタイ薬物文献によれば "Ngonkaidok

klom"には CelosiacristataLinn.ケイ ト

ウ (Amarantaceaeヒユ科)の植物名が充当

されている｡ しか し本文に記す植物は花穂の

形状が,i闇掴 ミとが り, リスの尻尾状である

こと,花の色が赤味がかったり,藤色を呈す

ることなどか ら表題に記す C.cristataでは

な く,C.argenteaノゲイ トウを記載す るも

ののごとく,北 タイ, ピン河流域の森林中に

野生す ることを記す｡ さらにその薬用途につ

いては眼を雨期などに見られる熱性疾病,嘱

忠 (ぜんそ く)などの疾のたまったもの (紘

填薬 ?)に用いることを記す｡種子,花穂を

薬用にす ることにつ い ては何 ら記 していない｡

また根を使用す ることについては中国,イン

ドの薬物書には見 られない｡

以 仁か ら考察 して "Ngonkaidokklom"

uj表題に対 しては その植物名は Celosiaar-

genteaLinn.をあてるべきで, また "Ngon

kaidokklom"oj名の もとにタイ国薬店で販

差され るものが種子であって,文献にあげる

根でない ことはタイ生薬販売店が中国系であ

のような混乱を来た しているものと考 える｡

本項においては収集 したT/_1:/j封こついてのみ

記載 したが, 今後さらに精査を必要 とす る｡

q/ /
(6) Lukchanted か∩可umuLylPTy

(写貢 Sd一一6)

タイ国 バ ンコク英店で入手 した生薬は物 -
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risticaargenteaWarburg (Myristicaceae

ニクズク科)の 秤 子で 長形 肉豆惹 (ニクズ

ク),あるいはマカッサル肉豆題,Longnut-

meg,Macassarnutmeg,Wildnutmeg,Papua

nutmeg と呼ばれる,真jEの肉豆藷の代用 品

であり,下等品である｡ (写真 Sd-6,A,B)

真正の肉豆悪,Nutmegは Myristicafra-

gransHoutt.の種子で (写真 Sd16,C,D),

タイ国には真正品がないのではな く,たまた

ま筆者が入手 した標品が,本品のような下等

品であったとするのが妥当であると思 う｡ し

か し,タイ国市場では真正の肉豆蓬と長形肉

豆蒐 とが区別されていない模様である｡タイ

国文献には "Lukchanted"は M.fyagrans

の種子としている｡

また,タイ国では文献によれば "°hanted"

に SantalumalbumLinn.(Santalaceaeビ

ャクダン科)をあてるものと,M.fragrans

をあてるものとがある｡ しかもタイ生薬に関

する文献ではいずれもほとんど同様の記載を

なし,植物の形態については極めて簡単に記

されていて,いずれの種を記載 しているもの
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写真 Sd-6 "Luk°hanted"(肉豆克)
A:長形肉豆蒐 種子 (Ca.1.0×)
B: 同 種仁 (Ca.0.5×)
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か判断できない｡しかしどの文献にも種子を

"Luk°hanted" と呼び, その記載から 〟.

fragransの種子,すなわち や肉豆藷''である

ことがわかる｡ また "Dokchan"の名で記載

するものはその仮種皮,すなわち ≠肉豆薦花ク

(次項参照)であることもわかる｡しか しそ

の材,ならびに,材から得 られる精油につい

ての記載は性状,用途から考えて明らかに両

文献 ともに S.album,すなわち ≠白檀か,≠白

檀油Oについて記載 していて,"Chanted"皮

る名称は2種の異種植物に同じ名称を与えた,

二物一名の混乱であり,その記載の混乱 もこ

の影響によるものである｡ただ今回の調査で

は生薬や白檀クを入手することができなかった

ので 寸白檀Oに対 して 現実に HChanted"な

る名称があたえられているか否かはわか らな

い｡また やタイ植物名乗''には M.fragrans

に "°hanted"なる名称があたえられていて,

むしろこれが正 しいのではない かと考える｡

なお,文献には真正の肉豆題,M.fragrans

の種子をあげているが,鳥形肉豆蔑,M.ar一

genteaについては全 く見当たらないo した

がって筆者が入手 した "Luk°hanted"は長

形肉豆悪であったが,実際は真正の肉豆題を

指す ことは明らかであるので,肉豆題につい

て記すとその 基原植物 である M.fragrans

はモル ッカ Molucca群島原産の 高温多湿の

海洋的気候を好む常緑の高さ 7-10mに達す

-174-

写真 Sd-6 "Lukcbanted"(肉豆莞)
C:真正肉豆蓮 種子 (Ca.0.5×)
D: 同 種仁 (Ca.0.5×)
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る高木で,バ ンガ島,セ レベス,ジャワ,スマ

トラ,マ レーの諸地域に栽培 し,タイ国で も

熱帯降雨林地帯では栽培可能であるが,現在

標本的なもの以外には栽培されている様子は

な く,生薬は多量に外地か ら輸入されている｡

肉豆志は樟紅色,な し (梨)形uj肉質の果

実の果肉を除いて種子を取 り出し,種子表面

の仮種皮は別にこれを剥いで水洗 し,数 日陰

乾 して ≠肉豆志花〃Maceとし,種子は種皮を

つけたまま第 1｢=ま4時間,第 2日は 8時｢乱

第 3-4日は終 日陽乾 し,さらに20H問38-

40oC で乾燥 してそのまま貯蔵取引 きされ る｡

使用前に種乾を割 り,種仁を取 り出す｡ (取

り出した種仁は虫書を防 ぐため石灰をまぶ し

て乾燥す る)

肉豆蓋は種皮を被 ったも0) (写真 Sd-6,C)

では長さ 3.0-3.5cm,径 2,5､2.7cm のやや

楕円球形を示 し,表面暗黒か っ色を呈す るが,

種皮を割 って取 り出した種仁 (写真 Sd-6,D)

は長さ 2.7-2.5cm,径 2.5-2.3cm,外面淡か

っ色,滑 らかで縦に広 く浅い くぼみと淘紋状

の細かいしわが見 られる｡横切面は外側 はか

っ色の夕指しが薄 い 層となるが,内部の白色を

呈す る内乳に外字Lが不規則に入 り込んで美 し

い模様をあらわ し特徴的である｡佳香をもっ

ている｡

肉豆志は 種仁は 精油 2-9% (d-α一Pinene,

d-Camphene, Di-pentene, Eugenol0.2%,

Myristicin 4%,d-Linalool,d-Borneol,d-

Terpineno1-4,Geraniol),脂肪油 35-43%

(Mirustin35-43%,01ein3%,不けん化物

8.5%)を含み,特有の芳香成分は Myristicin

CllH1203 である｡

肉豆蓋は芳香性健胃葉,矯味矯臭薬にする

ほか肉豆蓬油 Myristicaoil,肉豆志脂 NuU

megbutterの原料 とし,料理用,ソ-ス用な

どの香味料 として世界的に著名な生薬である｡

タイ古医方では食欲不振の強壮,去疾その

他に用 いるとい う｡

またタイの食品市場で販売 されている常用

香辛料のセ ットには必ず肉豆蓬は肉豆蔑花 と

ともにセ ットされている｡

なお,タイをはじめ東南アジアの食品市場

では M fragransの果実の果肉を輪切 りし
て砂糖漬 としたものが見 られ る｡

次に筆者がバ ンコク市場で"Lukchanted"

として 入手 した 長形肉豆悪 の 基原植物 M.

argenteaはニューギニアに座 し, その種子

は真正の肉豆悪より細長 く,長楕円形で長さ

約 3.5cm, 精油の含量 も少な く,したがって

香味ともに劣り,下等品で,真正肉豆藷の代

用品にするものである｡(写真 Sd-6,A,B)

その他, インド産のボンベイ肉豆慈 Bom-

baynutmegと称する一種 もあり,Myrisiica

malabaricaLamarckの種子であるが,種子

に香気はな く,またその仮種乾においても精

油含量は極めて微量 (0.27%)で最下等品で

ある｡イン ドでは レプラに用いるともいわれ

るが,香辛料生薬としては価値な く,肉豆蓮

の偽品にされるものである｡本品がタイ市場

で見 られるか否かは明らかでないがイン ドか

ら多少の輸出があるC

(7) Dokcham (写真 Sd-7)

タイ国バ ンコク薬店で入手 した生薬は肉豆

惹花 (ニクズクカ),Maceと呼ぶもので,肉

豆蔑 (前項)の仮種皮であるが,本品が文献

にあるように 貢Tl二の Myristicafragrans

Houut.の仮種乾かあるいは前項の"Lukchan

ted''のように M.argenteaWarburg.の仮

種皮か, それとも別種の Myristica属植物

の仮種乾か今ただちに断定はできないが,形

態の上か ら考察するとおそらくM.argentea

すなわち長形肉豆遍の仮種乾と思われる｡

肉豆藷花は前項に記 したごとく,種子の外

側を包む仮種皮を乾燥 したもので,下部はわ

ん (梶)状に合着 し,上方は火炎状に裂 けた

肉質柔軟な厚片状のもので,あるいはその裂

片となっている｡新鮮なものは淡樽紅色ない

I 17 5 ---- 645
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二種の植物は近縁種で, B.nigraの種

子は暗黒かっ色で 欧州産黒芥子, Black

mustardあるいは Brownmustard,∫.

albaの種子は 淡黄色で 白芥子, White

m11Stardと称 し,用途,薬効などは全 く

同様であるが,成分は若干 ことなり,輿

種植物であり,異種生薬である｡ これら

のものを上記のように記載 している点か

ら考察 して,タイ国ではこれら一連の植

物の種子を HPhanphakkad''と総称 し

ているものであろう｡

なおインドの薬用植物誌にもB.nigra

をあげているが,欧州産の B.nigraや S.

albaがそのまま インドやタイで 栽培さ

れているかどうかは精査を経ていないの

で疑問であるOまた B.junceaもタイで栽培

されているのか,あるいは生薬は中国などか

ら輸入 されたものか, これまた明らかでないO

筆者の入手 した Phanphakkadの基原植

物 と考えられる B.junceaは中国, 日本で

栽培される一年草で,春に黄色 4弁の花をつ

け,短円柱状の角果に黄かっ色の種子をもつ｡

種子は径 1-1.6mm の小球形, 外面 は一

般に黄色ないし黄かっ色を帯びる｡そのまま

では特別の臭いはないが,かむと次第に激 し

い辛味を生 じて くる｡すなわち種子には配糖

体 SinigrinCIOH16NO 9S2K を含み, 種子 を

破砕すると酵素 Myrosin によって加水分解

されて 辛味性の 強い Allylisothiocyanate

(揮発芥子抽)ができる｡

B.nigraも同様の成分をもつ.

また ∫.αJ∂αすなわち自芥子は配糖体 Sin-

albinを含み,その辛味性は同様に Myrosin

による加水分解でできた p-Hydroxyl⊃enzyl

isothiocyanateによる｡

この類の種子はいずれもこれを粉末にして

微温湯で ねり合わせ (カラシ泥),気管支肺

炎などに皮膚引赤湿布剤 とするが,その他食

品香辛料 として多量に消費される｡また揮発

(Ca.1×)

写真 SdJ "Dok°han"(肉豆蒐花)

し淡黄紅色を呈 し,長さ約 3cm である｡

真正の肉豆題花は種仁よりもさらに多量の

精油(20-22%)を含み (精油成分はおおむね

同様),よりいっそうの佳香をもち,種仁より

もさらに高級な香味料である｡タイ古医方で

は浄血薬,皮膚美容薬とするようである｡

しか し長形肉豆藷の仮種皮は種仁同様,真

正品に くらべて精油成分の含量は著 しく低 く,

またボンベイ肉豆藷の仮種皮は極めて微量の

精油を含むだけで使用に耐えない｡

(8) Phanphakkad yvuu5品 m 51†
(写真 Sd-8)

タイ国 バ ンコク薬店で 入手 した 生薬は,

BrassicajunCeaCzernet.Coss.カラシナ

(Cruciferaeアブラナ科)の種子,すなわち,

中国,本邦で芥子(ガイシ),Chinesemustard

と呼ぶものと外形,外観などはほとんど同様

である｡ これらの点だけからは今ただちに本

植物が B.junceaであるとは 断定 できない

が,おそらく同一物か,あるいは近縁のもの

であろう｡

なお, タイ薬文献では "Phanphakkad"

と称するものに BrassicanigraKoch.-

Sina♪isalbaLinn.と記載 している｡ この

646 -176-
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(Ca.2×)

写真 Sd-8 `̀Phanphakkad"(芥了-)

芥子池は符油の防腐剤に広 く利用される.

〔付記〕 薬店で本標品を入手した際,本標

晶中に多数の異種種子が混入 していた｡これJ

を選別精査 した結果,この混入種子は Plan-

tagoouataFoesk.(:-P.isPaghulRoxb･)

(Plantaginaceaeオオバ コ科)の種子で,欧

州, 北アフリカなどで Plantagoseed と称

して薬用に供 し,またインド,マレーなどで

も薬用に供するものである｡ただタイ因の薬

物文献には本植物を薬用に供する記載は見 ら

れず,その生薬のタイflf,など不明であるが,

実際はおそらくタイ国で も薬用に供している

ものと思われ,単なる "Phanphakkad"OJ

共雑物ではな く,薬店の店頭で両往薬が混入

したものと推定 される｡

_!上薬については別項に詳記する｡

l

(9) Ma-klam tanu まはni707Vn閃u,y
l

Ma-klam khriy 3Jg∩鉦 ,lTgか (写真 Sd-9)

タイ国ノヾ ンコク薬店で得た "Ma--klam ta-

nu''あるいは "Ma-klam khri≠" と称 する

/生薬は洗薬 や相思子 'y(ソウシシ), すなわち

AbrusPrecatoriusLinn.トウアズキ,相思子,

紅豆 (Leguminosaeマメ科)の種子である｡

トウアズキはアフリカ,イン卜,東南 アジ

ア, 申L舶｢打払 台湾南部などの熱帯:各地に分

布 するつる性の小低木で,葉は 8-12対,良

方 形で長さ約 2cm の小葉をも/)偶数羽状施

薬で互隼するO淡紫色ujち(とう形花を総状花

序につけ,さや果は長さ 2-5cm,幅約 1.5cm

で, 1-数個の種子をも-,C

沌予の "Ma-klam tanu" すなわち≠相思

ぼ球形またはやや楕円球形の種 丁-で,柿皮伎

赤色で-そ(自色)の周辺部は黒色を呈 し,堅

硬で光沢があり,はなはだ美麗な種子である｡

種子には毒性 たんぱ く質 Abrin,Abrine

C12Hl｡02N2,AbralinC13Hl｡07 などの結晶成

分を含む｡

また,根,葉には Glycyrrhizin9-10% を

含み,煎 じて飲用に用いるという｡

相恩子は漢方で殺虫,去攻に効があると言

い,また虫毒の船毒などに用いるOまた熱帯:

各地では民間で煎剤 を眼病の洗浄薬 とするが,

往々強い炎症を起 こすことがある｡

なお往時は相恩子は防虫剤 として用いられ

た模様で,正倉院宝物｢伸二はこの目的で用い

られたと思われるものが現存 している｡

- 177 -

(Ca.1.5:く)

写真 Sd-9 "Ma-klam tanu"(相思子)
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(10) Ma-klam tachang よは∩苗1m刑,

Ma-klam ton 31影ni'1品 (写頁Sd-10)

タイ薬文献の一つに "Ma-klamtachang"

あるいは "Ma-klam ton"は Adenanthera

PavoninaLinn.カイコウズ, ナンバ ンアカ

アズキ, 海紅豆 (Leguminosaeマメ科)の

種子を駆虫薬 として用いることを記 している｡

また他の文献には同じ生薬名 (タイ名)で本

種 とさらに同属の A.microsPermaTeijsm.

etBinn.を基原 とするものとを別 々にあげて

いる｡すなわち同名の基原のことなる2種の

生薬をあげている｡前報にあげた同名 2物の

例にあたるものである｡

筆者は1966年度の調査時には本生薬を入手

することができなかったが,A.pauoninaの

種子は本学薬学部所蔵標本 (セイロンで木村

康一教授収集-1937-)中にあり,現在タイ

国で使用 されているものと比較検討するため

後 目再びバ ンコクのタイ薬店に照会,入手方

依頼 したところ,この名称のもので ≠種子クを

用いることはな く,≠根クを用いるだけである

との解答を得て,結局種子生薬の標品は入手

することができなかった｡今後さらに調査を

必要 とするものの一つである｡

A.Pavoniaカイコウズはインド原産 でビ

ルマ,マレー,中国南部,セイロン, フ ィリ

ピンなど熱帯各地に分布する大高木で,タイ

国における分布地区などは不明であるが,草

原に野生するという｡また観賞樹 としても植

栽 される｡乾期には落葉 し,葉は 2回羽状複

葉で小葉は 8-12,花は黄色, 5弁花を総状

につける｡

薬用に供する種子 (本報告にはいちおう,

セイロンで収集された A.Pauoniaの種子に

ついて記載する)はほぼ両 凸レンズ形で,荏

約 8-9mm,厚 さ 6-7mm｡種子の表面は紅朱

色を呈 し,強い光沢をもつ｡へそは稜線上に長

さ 1-15mm,細長 くやや くぼみ,また稜線に

648
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(Ca.1.3×)

写真 Sd-10 "Ma-klam tac血ang"

沿 ってその内縁を取 り巻き,-その両端か ら

発 した 1本の細 い 線が見 られる｡臭いはない｡

この種子はタイ国では駆虫薬 として用いら

れ,インドでは種子の粉末を皮膚の化膿症に

外用 し,頭痛, ロイマチスに用いるという｡

脂肪,たんぱ く質を含むことだけが知 られ

ている｡

インド,ジャワ,マレーなどでは食用にす

るといい,また種子は美麗なため装飾用にさ

れる｡また材は有用建築材であるという｡

(ll) Luksawat か∩甜つ757 (写真 Sd-ll)
V

タイ国 チェンマイ 薬店 で入手 した 生薬は

CaesalPiniacristaLinn.(-C.bonducella

Flem.,C.godefroz)andO･Kuntz.) シロッ

プ (Leguminosaeマメ科) の種子で fever

nut,physicnut,moluccabean と呼ばれる

ものであった｡

タイ国では "Sawat"には C.cristaシロ

ップおよび C.jayaboMaza.(-C･bonduc

Roxb.)-スノ ミカズラの 両種 をあてている｡

したがって本標品についても両種の種子を検

討 したが,C.jayaboの種子は黄色あるいは

黒色で,長さ 15-18mm,幅 9-12mm の楕

ー178-
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(Ca.0.9×)
写真 Sd-ll "Luksawat"

円体で,本標品に合致 しない｡

なお, "Nan htin"あるいは "Nam ham"

と呼ぶ ものに CaesalPiniagodefroyana0.

Kuntz.をあてて いるが, 本植物 は 現在 C.

cristaL.と同一植物であるとされている｡

C.crista シロップは元来,- ワイ群島,酉

イン ド,メキシコなどの海岸 に分布 し,種子が

海中に落ち,海流に流 されて漂着 自生するた

め,熱帯地域海岸には広 く分布 し,東南アジア,

イン ドなどにも広 く自生する｡またアメ リカ,

ブラジルの熱帯地域では栽培 もしている｡

常緑藤本で葉柄 に対生する短 い か ぎ状の刺

でよじのぼる｡黄色の小花を複総状花序にえ

き生 し,円味を帯びた楕円形のさや果には細

かい刺を密生 し, 2- 3個の種子をもつ｡

生薬は長径約 15-20mm,短径 12-15mm,

厚 さ 15mm のやや 偏圧 された 形のひずんだ

楕円球形ない し球形で,縫線の部分がやや偏

平･あるいは くぼんでいる｡外面はやや緑色を

帯びた淡灰かっ色で美 しい光沢があり,細か

いしわ模様の見 られるものがある｡極めて堅

硬な種皮をもち破砕 Lがたい｡

解熱強壮剤,特に問けつ性熱病によいとさ

れ,マラ リヤに用いられ るという｡そのほか

ぜんそ く,蛇の嘆傷などに用いられ,イ ン ド,

マ レー, タイなどで同様に用いられ る｡ また

南洋では駆虫薬としているところもある｡

本種 了は無晶形 の liijt=[床配糖体 Bonducin

C14H1505の･ほか Phytosterinin,Sitosterin,

SapDnin,また脂防油20-24%その 他の合ま

れていることが知 られている｡

また別に葉や樹皮などは通経基,解熱張,

駆虫薬 などにも用いられるとい う｡ また C.

jayaboの菜 も同様に用いるという｡

(12) 刀 豆 Swordbeans (写真 Sd-12)

(Ca.1.0×)

写真 Sd-12 "タイ名不明''(刀豆)

本生英はタイ匡Iで入手 した ものではな く,

香港 ｢け場で東南 アジア産 (詳細な産地不明)

の生薬 として入手 したものである｡本生薬の

基原植物 CanaualiagladiataDC.ナクマメ

(Leguminosaeマメ科)は熱帯 アジア原産で,

熱帯アジアをはじめ現在はわが国その他南部

暖地帯で栽培 されているものであるが,現実

に東南アジアか ら生薬の生産があるため, こ

こには参考 としてあわせて収載する｡なおタ

イ薬文献には本生薬の名はあげられていない

ので,タイ名不明のまま漢名であげるo

刀豆は表面紫紅色,偏卵形あるいは偏腎形

で長さ約 2-3.5cm,幅約 1-2cm,厚 さ約 0.5

-1･2cm でやや光沢があり,縫線,-その部

分は灰黒色を呈 している｡堅硬な種皮をもっ｡

刀豆はたんぱ く質 Canavalin (約 20%),

遊離 ア ミノ較 Canavanin のほか数柾の酵素

が知 られていて病後の栄養剤 とす るほか鎮咳

薬 とす ることもある｡

(本報告の続編は第7巻第 1弓寸こ掲載予定)
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